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長
野
県
が
運
営
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
今
年
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
『
N
A
G
A
N
O 

a
i 

M
A
T
C
H
』
で
は
、
従

来
と
違
い
初
回
登
録
の
際
の
み
相
談
所
へ
来
所
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
登
録
完
了
と
な

れ
ば
後
は
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
お
相
手
探
し
や
お
見
合
い
申
し
込
み
、
登

録
相
談
所
の
相
談
員
と
の
チ
ャ
ッ
ト
連
絡
に
よ
る
相
談
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
従
来

の
シ
ス
テ
ム
と
変
わ
ら
な
い
点
と
し
て
、
お
見
合
い
を
行
い
交
際
ス
タ
ー
ト
と
な
る
ま
で

は
、
登
録
者
同
士
シ
ス
テ
ム
上
で
の
や
り
取
り
の
み
と
な
る
た
め
、
不
必
要
に
個
人
情
報

を
公
開
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
登
録
す
る
相
談
所
も
公
的
機
関
が
運
営
し
て
い

る
た
め
、
安
心
し
て
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
い
た
だ
く
と
デ
モ
画
面
で
の
体
験
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
是
非一度
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
初
回
の
来

所
に
つ
い
て
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ご
予

約
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
興
味
の
あ
る
方

は
『
N
A
G
A
N
O 

a
i 

M
A
T
C
H
』

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

　
シ
ス
テ
ム
登
録
料
は
二
年
間
で一万
円
と

民
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
登
録
料
や
結

婚
相
談
所
登
録
料
よ
り
も
お
手
軽
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
十
月一日
よ
り
長
野

県
が
登
録
・
利
用
促
進
の
た
め
、
女
性
限

定
、一年
間
三
千
円
で
利
用
で
き
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
プ
ラ
ン
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

栄
村
で
は
社
協
が
登
録
の
窓
口
か
ら
利
用

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

婚活
支援

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

使
い
や
す
く
な
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル登録の際には上記４点が必要となります。特に戸籍謄（抄）本や独身証

明書、写真付き身分証の提示は多くの民間マッチングアプリとの違いであ
り、独身や本人確認が十分に行われるため安心してご利用いただけます。
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決算
報告

令和３年度栄村社協事業及び決算報告
コロナ対策を踏まえて福祉・介護サービス提供

　令和４年６月10日に理事会、６月27日に評議員会が開催され、令和３年度の栄村社協の事業及
び決算報告が承認されました。令和３年度においても、前年度と同様新型コロナウイルス感染症の影
響により、地域福祉に係る事業においては中止や延期となった事業が相次ぎました。
　栄村社協の重要な役割として相談業務があると考え、従来 2カ所で年 6回開催していた心配ごと相
談会について、令和 3年度は相談員が集落の公民館へ行き、年 20回開催いたしました。相談会には
民生委員や地域包括支援センターの職員もおり、住環境や介護、相続など15件の相談があり、様々
な相談に対応いたしました。また新型コロナウイルス感染症による特例貸付についても令和４年 9月ま
で延長されたこともあり、相談、貸付を行っております。
　新型コロナウイルス感染症の感染者数が増えても地域の特性上、栄村社協において継続して地域住
民の皆様のニーズに応えなければならない事業もあり、特に訪問介護や通所介護、居宅介護支援等の
介護サービスに関しては昨年度同様、感染対策を十分に講じて提供することを心掛けました。
　介護保険事業に関する利用者数については、デイサービス事業は延べ 5,485 人（前年度比 84％）、
ホームヘルプ事業は延べ 2,175 人（前年度比 66％）、居宅介護支援事業は延べ 547 人（前年度比
91％）となっております。利用回数の多い方が施設入所等により利用を取りやめられたことが主な要因
です。
　令和 4年度においても感染対策につきましては、利用者の皆様、ご家族様にもご協力いただき、職
員においても特に配慮しながらサービス提供を継続しております。また、withコロナが叫ばれる中、ど
のようにすれば事業が行えるかという観点も持ちながら、事業実施に向けた検討を進めております。

●収 入
会費収入 508,000（1％未満）

寄附金収入 824,919 （1％）

補助金収入 16,288,000 （12％）

受託金収入 53,868,231 （38％）

共同募金配分金 285,166 （1％未満）

介護保険事業収入 47,350,393 （33％）

障害福祉サービス事業収入 927,360 （1％）

受取利息配当金収入 436 （1％未満）

その他の収入 1,938,679 （1％）

前期末支払資金残高 19,571,177 （14％）

合　　計 141,562,361 

●支 出
法人運営事業 15,529,280 （14％）

栄村団体事務局代行事業 713,371 （1％）

共同募金配分金事業 257,840 （1％未満）

ボランティアセンター事業 1,123,041 （1％）

相談支援事業 5,981,441 （5％）

高齢者福祉活動事業 3,121,919 （3％）

老人共同住宅事業 2,188,600 （2％）

生活支援体制整備事業 2,906（1％未満）

通所介護事業（デイサービス） 51,564,618 （46％）

居宅介護支援事業 17,230,566 （15％）

ホームヘルプ事業 14,543,491 （13％）

合　　計 112,257,073 

単位 : 円（構成比） 単位 : 円（構成比）
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開催月日 場　所

9月29日(木) 上野原公民館

10月13日(木) 平滝公民館

10月25日(火) 志久見公民館

11月10日(木) 大久保公民館

11月17日(木) 青倉公民館

11月24日(木) 長瀬公民館

12月1日(木) 北野公民館

12月8日(木) 泉平公民館

3月16日(木) 旧医師住宅

3月23日(木) 小滝公民館

［開催時間］ 9：00～12：00
※来場はお早めにお願いいたします

令和４年度 心配ごと相談会

共同
募金

地域
福祉

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

　
　

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

令
和
４
年
度
心
配
ご
と
相
談
会

今
年
度
も
各
地
区
公
民
館
で
開
催

　

今
年
も
10
月
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
戦
後
、

市
民
主
体
の
民
間
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
運
動
は
、
戦
後
復
興
の一
助

と
し
て
、
被
災
し
た
福
祉
施
設
を
中
心
に
支
援
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団
体
を
応
援
す
る
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

栄
村
で
も
区
長
文
書
に
お
い
て
各
地
区
長
を
通
じ
て
募
金
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

集
ま
っ
た
募
金
は
７

割
以
上
が
村
内
の

地
域
福
祉
活
動
に

活
用
さ
れ
、
残
り

は
北
信
圏
域
等
の

広
域
的
な
事
業
や

災
害
等
準
備
金
の

積
立
等
に
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
募
金

は
強
制
で
は
な
く
自

主
的
な
も
の
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
社
協
職
員

と
民
生
委
員
に
よ
る
『
心
配
ご
と

相
談
会
』。
今
年
度
も
昨
年
度
同

様
各
地
域
の
集
落
公
民
館
を
会
場

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
生
活
や
相
続
、
仕
事
や

介
護
等
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
相

談
員
が
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ

て
関
係
す
る
専
門
機
関
と
連
携
し

て
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
開
催
が
近
く
な
り
ま

し
た
ら
告
知
放
送
で
も
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域

以
外
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

些
細
な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
社
協
は
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
い
つ
で
も
皆
様
か
ら
の
相

談
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
お

電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
困

り
ご
と
や
悩
み
ご
と
は
一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

共同募金事業 募集のお知らせ
地域の安心・安全の暮らしを住民とともにつくる活動や共同募金を活用した福祉
事業の実施を支援するため下記の内容で共同募金配分事業を公募いたします。

事業の詳細等については、共同募金会担当までお問い合わせください。

事業名 共同募金　安心・安全なまちづくり
活動公募配分事業 赤い羽根共同募金助成金配分事業

対象団体

会の事業目的を明記した会則等を有す
る非営利の住民組織団体（自治会、町
内会及び自主防災会等）で、１年以上
の活動実績を有する団体

栄村内で福祉活動を行う団体（ボラ
ンティアグループ、NPO法人等）

事業内容
村内において、地域住民を対象として
行う防災・防犯に係る啓発活動、訓練・
研修・講座等の開催、物品の整備

村内の児童・青少年、高齢者、支援
を必要とする方々や地域住民に向け
た福祉事業を行う団体への助成金

実施年度 令和５年４月から１年以内に行う事業

配分額 １団体の限度額　２０万円
（変更となる場合があります） 上限なし

募集締切 令和４年 11月 30日（水） 令和５年２月 28日（火）
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ありがとうございます

社
協
会
費
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す

編
集
後
記

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
の
労
働
組
合
が
社
会
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
福
祉
施
設
へ
の
福
祉
用
具
購
入
の
支
援
「
は
っ
ぴ
ぃ
サ

ポ
ー
ト
カ
タ
ロ
グ
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
の
寄
贈
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
者
様

が
使
用
す
る
簡
易
ベ
ッ
ド
や
歩
行
器
等
の
整
備
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
頂
き
ま
し
た
カ
タ
ロ
グ
か
ら
事
業
所
と
相
談
し
て
福
祉
用

具
を
選
び
、
利
用
者
様
の
介
護
・
介
助
等
に
必
要
な
物
品
の
購
入
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

栄村社協に寄せられた善意
（令和３年 12 月から令和 4 年８月まで）

●寄付金
　匿名希望 … …………………… 10,000 円
　匿名希望 … …………………… 100,000 円
●寄贈品
　日本生命保険相互会社
     …………………………福祉用具カタログ

ご寄付いただきました。
厚く御礼申し上げます。

 

村
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す

る
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
新
た
な
変
異
株
等
に
よ
り
感
染
拡
大

が
続
い
て
い
ま
す
。
村
内
で
も
新
規
感
染
者
の
発
生

が
続
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で

今
年
は
地
域
の
公
民
館
活
動
等
に
つ
い
て
、
規
模
を

縮
小
し
な
が
ら
も
開
催
し
て
い
る
地
区
も
見
ら
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
感
染
対
策
を
行
っ
て
出
来
る
活
動

か
ら
再
開
し
て
い
く
か
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
社
協
会
費
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
、

各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

社
協
の
役
割
を
位
置
付
け
て
い
る
社
会
福
祉
法

で
は
、
地
域
福
祉
に
住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
、

地
域
の
皆
様
が
福
祉
推
進
に
積
極
的
に
参
画
す
る

「
住
民
参
加・住
民
主
体
」を
理
念
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
社
協
会
費
は
自
主
財
源
と
し
て
、
ま

た
、「
住
民
参
加
・
住
民
主
体
」
の
意
味
に
お
い
て

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
使
途
は

高
齢
者
支
援
事
業
や
福
祉
活
動
の
推
進
等
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
会
費
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
、村
づ
く
り
の
た
め
、

皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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この「社協だより」は、みなさまからの赤い羽根共同募金により、発行しています。


